２０２６年５月７日
参政党本部事務局御中
毎日新聞社会部北海道グループ
記者　●　　●　　　　
・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・
４月１８日の札幌市内での演説についての質問状

　拝啓　

　平素より格別のご高配を賜り、誠にありがとうございます。一点、党本部としてのご見解をお伺いしたいことがあり、ご連絡いたしました。
４月１８日に札幌市の大通公園で行われた神谷宗幣代表の街頭演説内でLGBTに関するご発言があり、その内容についてご質問したく存じます。
ご多忙のところ恐縮ですが、【５月１４日（木）】までにご回答いただけますと幸いです。
ご連絡は上記のメールアドレスか下記の携帯番号までいただけますと幸いです。
何卒よろしくお願い申し上げます。

記
· 具体的な発言内容
· 演説内での「北海道の開拓、北海道を開拓してきた方々の歴史、それから北海道を守った方々の歴史、これをしっかりともう一回子供たちに教えて、変なLGBTとかどうでもいいんですよ。教えなくてもいいんですよ、あんなもの。それより北海道の歴史を教えてください、子供たちに。その上で農業を守る、地域の町村を守る、そして人口をどう維持するか、それを考えるんです」というご発言

· どの部分が問題視されているのか
· 「変なLGBTとかどうでもいいんですよ。教えなくてもいいんですよ、あんなもの」という部分が、性的マイノリティー当事者を否定的・排除的に捉えているように受け止められている点

· どのような指摘があるか
· 下記の２団体が声明を発表しています。
· 北海道LGBTQアライアンス（仮）による共同声明の発表
· 【共同声明文（最終版）】北海道LGBTQアライアンス.pdf - Google ドライブ
· きたあかり法律事務所による抗議声明の発表
· 参政党・神谷宗幣代表の発言に関する抗議声明 | 札幌市の弁護士｜きたあかり法律事務所

· 上記を踏まえてお答えいただきたい点
· 当該の発言の趣旨を改めて教えてください。
· 発言に関する下記論点について、どのようにお考えになるでしょうか。
· 「どうでもいい」という表現が性的マイノリティー当事者の存在を否定し、差別や排除を助長するとの指摘について
· 「教えなくていい」とすることで、性的マイノリティーの理解増進が妨げられ、当事者の児童生徒が孤立感を抱くとの懸念について
· 公人である政治家が「普通」と「変」を選別し、性的マイノリティーを「変」とすることが社会に与える影響について
以上

